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種々な規定がみられる。初期における主な機能概念についてみると~ C. S ダ
γヵγは「経済的目的に対する経済的諸活動 (activities)Jが機能であると
規定しているわ。次に 22年に注目すべき機能論を示した F.Eグラーグも活動
1) C. S. Duncan， Ma1'ket同 g，前 Problems側 dMethods， 1920， pp. 7-8 なお制度との関連
について彼は， r全配給νステムの組織された構能が制度と呼ばれる。」と述べ，また「ある機能
20 (240) 第 98巻第4号




E.A.D吋 dyとD.A. Revzanの共著， T. N. Beckrnan， H. H. 1¥1aynard， W 















2) P. D. ConveTSe， Elements 01 Marketing， 1930， Rev. ed.， 1935， p.57 なおこの規定は，
カンサス士学の H. F. Holtzclawによっても重視されている (H. F. Holtzclaw， The 
Princitles 0/ Marketi吋 1935，p. 1)。
3) r流通の一般柄帥J障の遂行に必要な詫討舌動の同官グノレ プである。J(E. A Duddy and D. A 
Revzan， Market同 g，2nd' ed.， p. 20) その他， T. N. Beckman， H. H. Mayn日 dand W 
R. Davidson， Princitles 01 λfaγketinj(， 1957， p. 385; C. F. Phillips and D. J. DllllCan， 
Ma1'keting， Pri似citlesa勿d'げethods，1960， p.21 
4) 犬県行雄「商業原理講罰 l昭和6年 59ベー ジ;同，企業における「公」と「私J.r経済貿易
研究JNo.3， 1966年4月， 12へジ。
5) 荒川祐子守「現代百円結理論 I182へー ジ。
6) E. D. McGauy， Some Fu旬ctions01 Marketing Re印刷idered，io Cox and Alderson 
(ed.)， Theo叩叫 Marketing，1950， p.268 
7) E. S. Fullbrock， The Functional Concept in Marketing， il ]. H. Westing (ed.)， 
Readings in Maγkeling， 1953， p. 16 








1 危険負担 (sharingthe risk) 
2 財貨の運送 (transportingthe goods) 
3 経営金融 (finan口ngthe operation) 
4 販売一一商品に関する観念の伝達 (selling-communication of the 
ideas about the goods) 







8) McGarry， op. c~t" p. 263; G. Schwarz， Sci同同開 Marketi吋， 1963， p.86 
9) Schwarz， ibid.， pp. 86← 87 
10) A. W. Shaw. 50me lJroble令nsin J.Vlarket Distrib叫包on，1915， p. 76. ~にお. 1912年に.
N. C. TayloIが実質上，機能に基いた研兜を農産物についておこなっているが， 機能という言
葉は 1912年以前に誰も使ってし、なかった。
11) ジョーを暗矢とする指摘は枚挙に逗がないが! 学史的研究としてはj 前掲の Dartels，Lei 
thererのマー ケテ， ;/グ論史のほかに G. SchwaIz， D四 elopment0/ Marketi'/'ig Theσry. 
1963， p.85; P. D. Converse， "The Development of the Science of Marketing"， Journal 
o[ Marketi匁g，Vol. X， No. 1， ]uly 1~45 ， p. 19などロ
12) 荒川祐吉配結論にお吋る捗J能概念.r国民経済雑誌J29年8月，三浦信，配給機能について，
「商学論究」記走、号，森下二次也p 配給繭の l.'unctionalApproachについて. r鮭醤研究」
第22号，大野勝也』 配給機能に闘する一考察 ショウおよびウェルドの所論を中心として ， 
「明大商学論叢」第49巻第6号，亀井利明，配給機能としての危険負担機能l 日本商業学会編

















次に注目すべき機能論は.1917年にL. D. H ウェノレドによって試みられ
た叫町。彼はγ ョーの機能表を継承修正し， 機能分類を個々のサーピスの集合
体として大項目に分け，配給機能論を配給過程の実際の組織と関連せしめて
13) Shaw， ot. c~t.. pp. 76ー78
14) Ibui.， p. ï~ 宜
15) Ibid.， p. 83 
16) L. D. H. Weld. "Marketing FUllctions and ~Mercantile Organlzation"， Ame1'ican 
Eco鈍omicR剖 iew，Vol. VII， No. 2， June 1917， pp. 306-318 
17) ウェルドの機能分担は，次の7機能である o 1 .買集 (assembling)(供給源り探索，購買の
交渉1 市場来件の探求など購買に関するものを含む). 2 保管 (storing)(便利な地点に商品
を貯えること，意敷料，保官所の費用など。生産者や消費者も関部する). 3 危険負担 (assu
mption of risk) (マー チャングイジングの危険としての価格宜動z 焼失， 品質低下， スタイ
ルの変化，金融的危険など).4 金融 (financing)抽]商や問屋が製造業者，小売簡にあたえる
信用，例えば綿花取引における問屋の前貸や生産者手形の裏書き，絹商人による原料絹の供袷な
ど).5 再整理(，曲目叫g，皿ent)(取り揃え，特付け，分割 (breaklllgup large quantity 
into srnal1 units)，梱包など)， 6 販売 (selling)(商品の需要創造と商品を買手の手許へ持
ちこむこと，なお需安創造のためには広告を重現している)， 7 運送(transportation)(配達j
生産者や牛乳宿，百貨陪などの小売商も負担している)(ibid.， pp. 807-314)。
社会経済的マー ケティングの形成(司 (243) 23 
説いた。その分類論の特徴は，第 1に， γ ョーの 5つの機能から 2つ追加され，
7つの機能に発展せしめられた己とである問。 すなわち，追加された機能の 1
つはショ の分類のうち，第5の「買集，取り揃え，再発送」が「買集 (asse-



















18) この点桐田教授 (1商業学概論」昭和出年， 50ベー ジ)，福田教授 cr市場配結論」昭和 12年，
52へー ジ)よりも大野氏の解釈が妥当である(大野勝也，配給機能に関する一考察， r明大商学
論議」第49巷第6号， 100へーシ)。
19) 森下二次也， Functional A pproachにつドて， r経営研究」第22号， 9ベジ;大野勝也，
舵血機能に関する一考嵩， r明大商学論叢」第 49巻第6号.95ページ以下，亀井利明，配給棋
能としての危険負担機能， rマネジリアルマ ケティ γグJ170ベジ。
20) Leitherer， Gesch~chte der handels-u飽dabsatzwirtschaftlich叩 Lt，te"，~I.ur， 19G1， s.114 




















えば，でにふれたように 20竿に C.S ダンカ γが機能と制度との分析を商
品分析に対置させたことは，はじめて方法的車、識壱示したものとして注目され
る町。次いで 21年に P.D コンパースが7つの機能分類を試みた占伊〉，その
2) Ibid.， p. 9 
23) lbid.， p. 13笠
24) F. W. Ryan， "Functional Elements of Market Distribution"， Har叫 γd Busines5 
Revie凧 Jan. 1935， p. 214 
25) Cherington， op. cit.， p. 126 f 
26) Fred M. Jonesは!機能遂行。条件が2つのグルー プによって異ることを指摘し!その分析
の不十分性壱批判している。 F.M. Jones， "A New Interpretatlon 01 Marketing Func-
tions". Jourτat 0/ Marketing， Vol. VII， No. 3. Jan. 1943， p. 256 
27) C. S. Duncan， op. cit.， pp. 7-8 
28) P. D. Converse， Tke Elements 0/ Marketing， 192L pp. 9-18なお彼の機能分類は買集，
社会経済的マーケティングの形成 (3) (245) 25 
内容はウヱノレドの7分類とほぼ同様であった。 1なわちウェノレドの分類におけ
る販売機能にかわって，分割(dividing)機能が掲げられているにすぎなし、。同
年に， 1L B. Vanderblue も，機能数をふやして 10の機能分類を試みたu そ
の内容はウヱノレドの分類とくらべて，第 1に，ウェルドの買集を「買集(asse
mbJing) Jと「購買(buying)Jとに分化させたとと，第2に， I分散 (di叩 er-















る町。 ところで， 同じ 22年に最も注目すべき代表的機能論の展開が F.E 
分割a 格付けa 輸送1 保管金融，危険負担であったが，その後取揃え!包装が追加された。
さらに， 30年には， 11の詳細な分類表に発陣せしめられている(出d.，30， pp. 57-58)。
29) H. B 、anderhlue，"The Functional Approach to the Study of Marketing"， Journal 
o j Poritical E.印刷my，Oct. 1921. pp. 676-6出; なお彼の機能分割は次の如くである。
1買業.2購買， 3金融， 4標準化 s運送 6保管， 7品揃え， 8危険負担. 9販売. 10分
散。
30) P， W. Ivey，丹incitles0/ Markeling， 1922. pp. 3-31 
31) lbid.， 1931， p. 65 f 








I 夜換機能 (functionsof exchange) 
1 需要創造(販売)(demand creation (selling)) 
2 買集(購買)(assembly (buying)) 
E 物的供給機能 (functionsof physical supply) 
3 運送 (transportation)
4 保管 (s白rage)






いるだけでなく拘， 29年の R.S， Vaile and ~. L. Slagsvoldや 36年の H
E. Agnew， H. A. Conner， W， T. Doremusの Outli山 S0/ J;Iarketing，戦後
の T.N. Beckman， H. H. Maynard and W. R. Davidson， の P円何回ples
ザ Marketi吋， 1957，や C.F. PhiUips and D. J. Duncan の Marketing，
1960，においてもほぼ同様に継承されている問。 このクラ クの機能論の特徴
は，第1に，流通過程の 2側面，すなわち，均換機能と物的供給機能が把握さ
33) F. E. Clark， :Fヤ向ω:ples01 Market~ng， 19陪7，p. 11 
34) Ibid.， 1943， rev" 1950， p.13 
35) R. D. Tout:ley， E. Clark， and F. E. Clark， P:円 nnPles01 Marketi吋， 1962， p.14 
36) 戦後の二著を含めた機能衰壱示せば次の如くである。









ークと同じ 22年に JTheddore Macklinも8つの機能分類を展開しているが叫，
新しく，分配 (distribution)が独立して扱われている点が注目される程度であ
り，農産物の配給を中心とした機能論であった判

































8 ィーケテ 4 ング情報 8 市場情報
及びマ ケテイング調査
なお R. S. Va臥叫il山1eal叫 P. L. Slag肝>V刊01旧d，Marγh叫 O 
E. Ag引n珂ew，R. B. ]enkins and J. C. Drury， Outlines 01 Marketing， 1936， .p.281; T 
N. Beckman. H. H. May叫，0叫dW. R. DavidsoD， PrinciPles 01 Marheti吋， 1957， P 
385; C. F. Phillips and D. ]. Duncan. Ma-rheti伺g，Pタ"包oiplesandλ!fethoa.ι1948， 1960， 
p. 22.) 
37) 交換機能が疏通過程の核心をなすことは多〈の論者が認bているがR.F. Breyer:はこれに
反対し，接触的機抱 (contactualfunct目立)， -r '"，わら探索的業萌 (seal'clungwork)や交捗
的業務 (negotiationwork)を強調している (R. F. Breyer， Marketing Inst山 uion，1937， 
p.8)。また戦後の E.D. McGarryも異った見解を示している (McGany，0少 cit.，p. 269)。
38) クラ クの機能論は Jonesによ。て，機能と機能遂行の方法について明確な区別がないと批
判されている(Jones，op. cit.， p. 156.)。なお， タラ←グの機湯量摘の立ち入った紹介と分析に
ついては!森下三次也，配給論の Functional'Approachについて， r経営研究」第 22号， 10-
31 へー ジ。
39) Macklin の機龍分類は assemblillg，gradiIlg， packaging， transporting， storing. 
financing; distributlon の8機能 Cある (T.Maddiu， Efficie叫 Marketi吋 101'Agricul 
tU're， 1922， pp. 280-281)。
28 (248) 第98巻第4号
次に 30年代の展開期に入ると o 30年に P.D コy パ一月が新しく極めて詳
細な機能表を展開しm，31年にJ.Fパイノレも流通機構における財貨の流れに
即して，機能範酵を「集中」と「分散」の 2つに犬きく分け，それぞれの下に
機能要素を配している叫u またお年に，H.B キラフも 12項目に及ぶ機能分
類をおtなっている4九さ ιに 34年にはR.F プライヤーは，効用創造土
の関係で次のように 10の機能に分類している。 1品質決定機能， 2保管機能，
3接触機能， 4交渉機能， 5検収機能， 6包装機能， 7運送機能， 8金融機能，
9支払機能， 10危険負担機能。このうち，接触機能(消費者や相手を探す課業
(task) ， 交渉機能(取引条件などについて， 意思疎通の課業)は従来の機能論
での販売機能，購買機能にあたるものであり，彼の機能論では経営主体の行動
に即した分類が強くなってきている叫。 なお 36年には， H. E アグニュ ， 
R.A ジェ γキγ，J. C ドノレリーなどが機能範醇壱交換機能，物的供給機能，
補助的機能η3つに分けているが，これはすでにふれたようにグラーグの機能
範博を継承しているものである明。また 40年代に入るが， R. S.7レキサンダ
40) Earl S Fullbrockはマックリソの意義に言及し! マーケテイングの研究炉実験的である
ためには サ ピλ の提供方怯や提供機関が脆討されるべきことを主張した点を評価している
(E. S. FuIl brock. "The FunctlOnal Concept in Marketing ぺJour叩 l0/ Marketi吋 j
Vol. IV， No. 2， Jan. 1949， p. 231)。
41) P. D コγバ スの機龍リスト仕 核心的マー ケテ4ング機能 (typIcalmarketing 
functions) 1 buying (a. determinir.:g needs， b. findlng a日 ller，c. uegoti<tting p工ice
and other terms， d.transfer of htle， e.payment， or arranging for credit)，2 selling 
(a creating demand， b. finding a buyer， c.ad引 ceto buyer， d.negotiat山巴 prictl<tnd 
ather terffiS， etransfer of htle， f.collection or extension of credit)， 3 transporting， 
4 storing， 5 standari2!ation and grading， 6 dividlng， 7 pac'kaging， 8a o; ~e Illùling 
E マーケティングに含まれているピジネス一般の機能 (general busine胆 functions
involved in marketing)， 9 financing， 10' risking. 11 recording (P. D. CUllver:s杭
Etements 0/ Ma1'島eting，1930， Rev. ed. 1935， pp. 57-58.)。
42) ハイノレの機能リ λ トは， I concentrating， a buying and assembling， b， transporting， 
C， storing， d. grading， e.financing， f.risk bearing， II dispersing， a.selling， b. tra-
nsporaing， c.storing， d.grading，ι :lI.nancing， f.risk beanng， g.dividing (1. F. Pyltl， 
Markehng P:向 ncitles，1931， p. 66.)。
43) キヲアの機能リストほ 1buyrng， 2 assembling， 3 grading. 4 standardizing， 
5 packaging， 6 storing， 7 transportation， 8 nnancing， 9 risk bearing， 10 selling， 
11 cornmunication， 12 management (H. B. Killough， The Ec 叩 omics01 Marke加 'g，
PP'. 101-160)。
44) R. F. Breyer， The Marketing lnstiiutio旬， 1934， p.5 f
45) H. E. Agnew， R. B. Jenkins and J. C. Drury， Outlines of Marketing， 1936， p 281 
社全経済的マー ケテ4ングの形成 (3) (249) 29 
FMサ フェイス， R.Fエノレダー ， W オノレダーソン等が8つの機能を
掲げた。すなわち，マーナゥンダイ γ ング，購買，販売，標準化と格付け，買
集，運送管理 (tra:ficmanagement)，保管， 財務， 危険管理(口skmanage 
ment) の8機能を掲げている明。以上， 極めて概観的ではあるが， 1930年ま




ある。 まず最初に， 形式的特徴について窺うと， 極めて表面的なことである
が機能分類とその方法が次第に多元化または細分化されると同時に 3 統合化さ
れてきている。まず 1912年のシ三一の分類では5種類であったが 17年のウ
ェノレド 20年のチェリングト γ では7つ，パアンダーブルーでは 10種類と次
第に細分化傾向を示してきた。ア Vキサンダ 等も指摘しているように 8種




あらわれ始めた。統合化についてみれば， 2C年のチェリングト Yをはじめ. 22 
年のグラ一九 30年におけるコ Yパース汽 31年のハイノレ問， 36年のアグニュー，
ジェ Yキンズ， ドノレリ一明等の著作やジョ-:/ズの論文によって整理されてい
46) R. S. Ale:xander， F， H. Surface， R. F. Elder， W. Alderson， Markaing， 1940， p.89貧
47) P， D Converseによればj その他注意すへき機能論として Horner， Maynard-Weidler 
Beckmanがあげられている (Converse， op. cit.， ].側T'nal01 MfLrketing， Vol. X， No. 
July 1945， p. 19)。
48) Alexander et al.， op. cit.， p. 89 
49) F W. Ryan， '"Functional Elements of Market Dlstribution"， Har叩 rdBus包ness
R四 iew，Jan. 1935， pp. 204-205 
50) P. D. Converse， Elements 0/ Marketing， 1930， 1935， pp. 57-58 
51) Pyle， Múket~吋 P門"のμes ， 1931， p. 66 
52) H. E. Agnew et al.， op. cit.， p. 281 
53) Fred M. Jones， "A New Interpretation of Marketing Function¥ Journal 0/ 
Marketi吋， Vol. VII， No. 3， Jan. 1943， p.25ι257 





















55) 例えば機能記曙(大分類〕を用いない分類法をとる単昔として '0年代臥後では H. B. Kil-
lough (The Econo棚田 01Marketing， 1933， pp. 10ト106)，R. F. Breyer (The Marketing 
Insti印刷肌 1934，p. 5)， Alexandet et al. (op. cit.，p. 89 ff)，戦後では.E. E. McGarry 
(R. Cox and W. Alderson (ed.)， Theo叩開 Maγh叫吋， 1950， pp. 268-279)， E. A. Duddy 
and D. A. Revzan (Markehnl? 1947， 53， p.22)などをあげるこ jとができる，







の批判は， 森下二次也，配給輸の FunctionalApproachについて， r経営研究」第22号j
19. 35へー ジ車問。






















後の 16年の著作，A旬 Approachto Busi耐 5SP.刊日開 Sにおいては需要創造と
購買とを配給機関の流通活動として把握し，経営を主体とする機能として論じ
ていた問。 またその後の流通過程全体を主体とする機能論においても，経営を
57) Weld， op 叫， p. 264 
58) Cherington， 0タ cit.，p. 51 
59) Pyle， Market四 gPri筑citles.1931，p. 66 



















標準化， 格付け， 保管は広く経済的または社会的恵味をもっていると解した (Alexander叫
al.， op. cit. p. 89)。
62) なお亀井利明氏はウェルドの「調整と販売」を経世酌機能と解し Cおられる(亀井利明 J 前揖
論士， 173ベジ)。
63) コミュユケ ショソの円容はa タイプ文，印刷した説明書，ヲジオ広告，電信電話メッセージ
があげられ， それらは販売と購買とに必要な一部であるとしている (H¥B. Killough， The 
Economics of Market叫 g，193:1， p. 158)。
64) Breyer， op. c~t.. p. 5 f
65) Alexander et al. op 出 t.，p. 89 




みならずj 財務危険にも吋処しようとした(亀井利明 J 前掲論文.177へー ジ)。
67) 運送管理の概急も NAMTの定義委員会の用語からとられたもので"る (Alexanderet叫，
op. cit.， p. 102)。
68) Fred M. Jones. "A New !nterpretation of Marketing Functio立s".Journal o[ 
M，吋 eting，VoL VII， No. 3， ]an. 1943， pp. 256-257 






















69) CI迅エk，ot. dt.， p. 11 
70) Weld. op ωt.， pp. 307-314 
71) H. B. Vande:rblue， "The Functional Approach to thc Study of Marketing"， 
Joμグnalof Political Econo例y，Oct. 1921. P"j? 676-683 
72) CUIl Ve.f<>tl， Elements 01 Marketi吋， 1930， Rev. ed.， 1935， p. 57 f 
73) Ib~d.. p. 70 
74) Killuugh， ot. cu.， p. 158 
75) R. D. Tousley， E. Clark and' F. E. Clark， P:内 ncittes01 Marketing， 1962. p. 19 な
お市場育報の追加は 30年代の改訂においてなされたとみられる。













別資本の立場から 7 チャ y ダイジ'/!/に求め始めていたごとを意味する。す
なわち，つくったものを売るプロダクト・アウト (productout)から，売れる










77) Ib~d. ， p. 89; Duddy and Revzan， 0ゆ cit.，p. 22 
78) Alexander et aL， ot. c:it." p. 89 
79) F. E. Clark， Prin“:ples 01 Marketing， 1922， p. 11 
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